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論文内容要旨
}
 喋945年,Ke七y-So五狐idものN20法の膚1胎によわ臨床的に比較的容易に脳循環諸量が測■
 定可能と友り,脳撫管障害の研究に大きな進歩をもたらした。頭蓋船越動脈閉塞によって纏頭動
 脈叉は椎骨動脈の首鼠流が急激に遮断され九場合脳の循環及び代謝がどのよりに変化するか賎
 臨床的に極めて推握し難い反面非常に興1朱ある問題であ砂,この点については従来よわ種々検討
 されている。然砺実験的脳動脈閉塞に関する諺家の報皆は多ぐは総頸動眼内頸動脈或恥は椎
 骨動脈の鯛々の瓢灘鑑測定によるもので効,此等は必ずしも脳全体の血溌量をあらわすもので
 はない。砺もこれら頸部脳動脈結紮に際しては,総頸動脈及び椎骨藪脈は相互に代償性麟血行路
 となりうる為膨このような血流、量演i定によつて脳循環動態を正しく摺握することは慰難である。
 著藩は犬を用いて輿験的に総頚動脈及び椎眉動脈を種々の組合せにより結製して騒斑流障憲をか
 こさせ聾20法により脳徳濃諸員を結紮煎盾及び数ケ月盾の三段階に分けて測定し,脳磁流障害
 の程度及びその恢復の度合を動的に観察した脅更に結紮后数ケ月を経た盾で囃し脳漁管の合成
 樹脂鋳型標本を作成し盲血流障害存代償する副御膳還の形成発達を形態学的顯で築証し・各種
 脳動脈閉塞によって生ずる頭蓋外勤葛縄i吻合の種類を確めた。
 正常犬2噸の膨騨平均値で橘脳血難聴2・窪CC/犯昭b臓垣/面恥脳囎抵抗諦9一
 ㈱H奮ノ㏄b1・od/1009bごai且ノ勧i箆,麟酸素消費{L工7㏄/1009b賞し麺/阻i葺であり・.人
 間の脳循環平均殖と比較する.≧や玉低値を示した。こ糾象恐らく麻酔グ)影欝によるものであろう。、
 麻酔深度によ含て脳循動珂成獲イヒするととは従来よ勢指適されて、峰漸で
 ある。従ってこの実験に於いては串来るだけ麻醜深度を一定にして脳循濃を瀾・
 寇した。.'
 “.両澗総頭動脈結紮騨7例では結紮直后脳血管抵抗は軽度増大したが脳血流量並びに脳酸素消費量
 は一定の煩慮を示さ攻かつた。叉結紮后1～2ケ月経過して測定した2例では結紮直后に比し脳
 血管抵抗及び脳酸素消費量の減少が菟られたが脳血流量は概ね不変で蓼つた。講演雅号動脈結紮'
 群2例では脳血流量は減少し県営瓶管抵抗は増大したが脳酸素消費量は一定あ増減傾両を示さなか
 った。叉結紮后5～7ケ月経過后測定せるて例では脳血流量及び脳酸素消費量は増掬し膿血1管'
 抵抗は減退の傾殉がうかがわれた。次に両側総頸並びに一醐椎骨動脈結紮群5例では臆薙流量分
 減少}脳血管抵抗の増大:が顕著て珍珍堰酸素消費量は一定の増減傾膚が見られたかった。又結紮
 后2～4ケ月経過せる2倒に於て1み共に脳薩海量及び脳酸素消費量の増大,脳血管撫抗の滋少が
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 ・認められた。最后に薩搦総頸動脈並びに爾醐椎・臨励振瞬時結紮に於いては,全解に於いて脳血流
 量の著聞な減少と脳血管抵抗の増大が認められ盾腫状態のまN結紮の翌后死亡した。叉,両燗総
 頚動脈結紮を第一段階として行い,約窪ケ月后に二次的に両剛椎骨動脈結紮を施した場合には長
 期生春が可能であって}この場合の脳緬礫は同時結紮時とは異な1り脳廠漉量は幾分.と昇の傾商に
 あ働{更に約3ヶ月后の脇楯毅では脳撫流量の著鞠な増糖と臆血管抵抗の減退が顕著であった。以
 上を綜合すると,結紮直属の脳循環では爾翻総頚動脈,爾1具li准母動1蜘闘則総頸並びに一側椎骨
 動脈,爾則総i翻倉びに爾1則椎骨動脈の聾者の比較に於いて必ずしも一様に脳循環は悪化を示して
 はいない。即ち・結紮による脳晩瀧量の減少度について見れば・両醐総頸並びに両翻椎骨動脈結
 紮の場合が最も高度であ鱈両糊総鬚並びに一醐椎骨動脈結紮が之に次,爾剛総頸動脈結紮時
 には症例によっては1血流量は反って増加する場合もあり,一定の態殉が見られなかった。この事
 は麻酔深度の影響や結紮による∫叡産の変動等が脳循環に影響を与えると同時に結紮に於いて総頸
 動脈或いは椎骨動脈が相互に代窪難臨地行路として働く為と考察される。叉,結紮后数ケ月を経
 て施行した第三回の脳緬環諸量では両側総頸動脈結紮群では増減相半ばし一定の傾向を示:さなか『
 つたが,両側総頸並びに一搦椎骨動脈結紮群や両欄総頸並びに両側椎骨動脈結紮群の如き重篤例
 では全例に於いて結紮直后に比し脳血流量の著明な改善,脳斑管抵抗の減退が見られた。このよ
 うな重篤な膨動脈結紮后数ケ月を経て脳ぬ流量の増大を見る理由としては諸種の動脈間吻合によ
 る代償性副行懸環が形成発達し,血流障害を阻止し,脳血流量の上昇恢復を来したものと考えら'
 ・弾
 れる。
 次にかかる副行循環の成立を形態学的に実証する為・結紮后1～ろケ月経過后で屠段し,脳廠管の,
 合成樹脂鋳型標本を作め,頭蓋外動脈聞物合について検索した。犬では正常でも頭蓋内外にわた
 って極々の生理的動脈間吻合即ち,中硬膜吻合動脈,顎頸吻合動脈,内外1蹴澤動脈吻合,内外側
 節骨動脈吻合及び,後頭椎骨吻合動脈等が見られるが,脳動脈結紮犬では上述の動脈聞吻合の他
 に生理的には認められない著明な頭蓋外吻合の形成発達が観察ざれた。両鰍総頸及び両側椎骨動
 脈結紮犬では,外頸動脈分枝たる上甲伏畷動脈と鎖骨下動脈分枝の下甲状線動脈,肋頸動脈,椎
 骨動脈享肩頸動脈等との闘に,及び撫隊動脈筋枝,眉頸動脈,肋頸動脈≧后耳介動脈,后頭動脈
 との間に》2綱～α5㈱位の多数の吻合枝の形成が認められた。叉両側総頻i動脈結紮犬では后頚
 動脈と椎骨・肩頸動脈相互間に,叉椎骨動脈と后耳介動脈との間に,夫々2㈱～α2脇位の多数
 の動脈闘吻合が観察された。
 即ち・頸部脳動脈結紮に於いては機能的にも形態学的にも総頸動脈,椎骨動脈相互間の代質性
 翻行薦蝶及び其の勉の頬部動脈間吻合形成発達による副行循環が重要な役割を演ずるものと推察
 される。
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 審査結果の要旨
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 著者は犬を用いて実験的に総頸動豚及び椎骨動豚を種乃の組合せκより結紮して脳血流障害を
 諭こさせ,N2Q法により脳循圭環諸量を結1紮前后及び数ケ月'后の三三段階に分けて測定し,脳盗流障
 害の程魔及びその恢復の農舎を動的に観察し,更に結紮后数ケ月を経た后で屠殺し脳鉦管の合成
 樹脂鋳型標本を作成し・血流障害を代償する副行鑛環の形成発達を形態学的た闘で実証し,斉極
 脳動豚閉塞によって生ずる頭蓋外助豚闘吻合の種類を確めている。
 先づ頚部脳動腺結紮直后は脳瀬環諸量の増減度に〔喬群により,又対象1てより各々差異があるが,
 循環蔭でも代謝面でも両側総頸並びに両側継母動転,両側総搬並びに一側椎骨動豚,爾働推薦勤
 豚結紮群の順に結紮による影響が高度であり,脳慮流量の減少,脳寵管抵抗の増大を示してい,両
 働総数動豚結紮群では萌瞭な増減傾向を示さ・ず神経体液性園子に1よる塩圧ま:昇機序の関与が考察
 されている。
 次に結紮后1～7ケ月経過して第三回の脳循環測定を行ったものでは,徳環薦1の改善に伴い,
 代謝面1の諸量も正常化するものが多く見うけられている。
 脳動豚結紮后1～5ケ月経過して屠殺し,脳」魏管の合成榿切濤鋳型標本を作1り頭蓋外勤豚間物'合
 について検i聾し,生理自勺には露悪められない…著明な頭蓋外吻合の形1成発達が箆註察され,このことヵ・
 ら頚部脳動豚結紮犬に於ては,機能的にも形態学的にも総搬動肱,椎骨動豚相互間の代償性調行
 循環及び其の他の頸部動詠聞吻合の形成発達による認行衛潔が重要な役割を演ずるものと・してい
 る。
 よって本論交は学位を授与する琴殖するものと認める。
 ・
馨
群
 舞
.
 一4一
